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今すぐに必要でなくても、今から地域主体のま
ちづくりへの取組みを進めていかなければ、将来
間に合わないのではないかと危惧しています。
今後は、今まで以上に助け合いが必要になって

くると感じています。隣近所同士の助け合いが、
高齢化によって間に合わなくなってきたため、地
域全体で助け合い活動を行うことが重要だと考え
ています。この条例をもとに、地域全体での助け
合い活動が、市の全ての地域へ広がってほしいと
思います。
この条例は、すぐに効果が出るものではなく、

長い年月をかけながら、ひとつのものにまとめて
いくことが必要ですが、長い目で見たときに、必
ず生きてくる条例だと考えています。

子育てサークルの代表として、「子育て世代の
声を」と声掛けをいただき、「条例!?」と戸惑い
もありましたが、私にも何かできるのであれば…
という気持ちで参画を決めました。自分の身近な
環境を「協働」という大きなイメージにすること
が難しかったため、まずは「協働」という言葉の
意味を理解するところから始めました。
この条例の「つながり」という言葉がすごく重

要なポイントだと感じています。また、市民の皆
さんが使えなければ意味がないため、市の活性化
と個人の豊かさにつながるように条例のことを理
解し、使って、幅広い豊かさになればと思います。
将来、条例を旗印にして、どの地域に住んでも

安心できるまちづくりにつなげていきたいです。

全８回となった委員会会議はもちろん、タウン
ミーティングへの参画、まちづくりシンポジウム
の実施など多くの市民の人と関わりながら、楽し
くやりがいのある活動を通じて、貴重な成果品で
ある「橋本市の自治と協働をはぐくむ条例」の原
案ができたと自負しています。
条例により、橋本市を愛し、橋本市らしさを発

信し、市民と行政、企業などが力を合わせ、自治
と協働で元気なまちを創りたいという一心です。
条例には「はぐくむ」権利と義務があり、条例

制定が終わりではなく始まりです。今後、すべて
の市民が幸せに生活でき、「橋本市と地域再生の
分岐点にこの条例が存在した」と未来の子どもた
ちにも伝わるように願っています。

民主主義の理想は、できる限り多くの人の意見
を聞き、その意見を反映することであり、みんな
の地域をみんなで考えて良くしていこうというこ
とが根本です。その理想に近づけられてこそ、こ
の条例ができて良かったといえると思います。
この条例があることで、自分たちの意見を行政

運営に反映しやすくなればと思います。それには、
条例ができるだけでなく、多くの人に関わっても
らうことが今後の課題だと思います。また、行政
や議会も、この条例で変わったと思える施策を実
行することが必要だと考えています。
この条例で地域での活動がより積極的になれば、

橋本市はもっと元気になり、それが続くことで、
将来の発展につながると思います。
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